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仙台市の文化財保護行政に対 しまして、多大なご協力を賜 り、

まことに感謝に絶えません。

仙台市の南部に位置する西中田地区は、以前、近郊農業地帯

として推移して参 りました。近年では、市街化が急速に進み、

仙台市のベッドタウンとして生まれ変わ りつつあります。

安久遺跡の調査 もこうした市街化の流れの中で、第 3次調査

として実施されました。過去に行われた発掘調査では、古墳時

代終末期の古墳や古代の集落跡が発見されました。今回の調査

ではそれらは検出できませんでしたが、生活の様子を探る手が

か りとなる様々な遺物の出上があり、また、平安時代や中・近

世の濤跡などが検出され、新たな知見 も加わ りました。

この報告書が皆様方の歴史研究の一助 として広 く活用され、

文化財に対するご理解 と保護に役立ちますことを念じておりま

す。

最後になりましたが、発掘調査ならびに報告書の刊行に際し

て、ご協力下さいました皆様に対 し、深 く感謝申し上げます。

平成 9年 3月

仙台市教育委員会

教育長 堀 籠 克 彦



例

1。 本書は共同住宅建設工事に関わる安久遺跡の発掘調査報告書である。

2,出土遺物の整理と報告書作成は平間亮輔、伊藤孝行が担当し、編集は伊藤が行った。陶器 。磁器の鑑定は佐藤

洋が行った。なお、本文の執筆分担は第 1章t第 2章は伊藤、第 4章は平間が行つたが、第 3章の執筆について

は古環境研究所に依頼した。

3。 発掘調査および報告書作成にあたっては柿沼一夫氏、株式会社大京の協力を受けた。

4.本調査における出土遺物、実測図、写真等の資料は仙台市教1育委員会で一括保管している。

1_本書中の上色については「新版標準土色帖」小山、監庶1995を使用した。

2.本書使用の地形図は国土地理院発行 5万分の 1「仙台」、仙台市都市計画課作成の2,5万分の 1「都市計画図」

である。

3,本書中の北は真北を示している。

4.遺構の略称としてSD:濤跡、P:ピ ットを使用した。

5。 上師器の黒色処理はスクリーントーンで示した。

6.遺物の法量のうち ( )は図上復元値である。

7.引用 ,参考文献は巻未にまとめたも

二一一Ｈ
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第 1図 遺跡周辺の地形



第 1章 はじめに

第 2図 周辺の遺跡 (1/50000)

1 北前遺跡 集落跡 段 丘
十日石器・ 縄文・ 古墳・ 平安
・近世

熊野那智神社 rfH社跡 丘陵中腹 中世 。近世

29 大館山遺跡 城館跡 丘 陵 中世

2 山田上ノ台遺跡 集落跡 段 丘 1日石器・縄文・ 平安 。近世 上町遺跡 包含地 台地 縄文 (中 )・ 奈良・平安

3 山田条里遺跡 条里遺構 段丘 縄文・平安・ 近世 桑島館跡 城館跡 丘 陵 中世

4 上野遺跡 集落跡 段丘 縄文・ 奈良～平安 川上遺跡 包含地 沖積地 縄文・ 弥生・ 奈良～平安

5 船渡前遺跡 包含地 自然堤防 縄文・ 弥生・平安 金斑」寺員塚 貝塚 丘陵 縄 文

6 三神峯遺跡 集落跡 段丘 縄 文 今熊野遺跡 集落跡・ 貝塚 丘陵 縄文・弥生～平安

土手内窯跡 窯跡 丘陵 古墳・ 奈良 高畑遺跡 包含地 沖積地 弥生～平安

8 富沢遺跡 水田跡他 後背湿地 旧石器～近世 乗馬遺跡 集落跡 自然堤防 奈良～平安

9 山口遺跡 集落跡
自然堤防

後背湿地
縄文・ 弥生・古墳・ 平安

松木遺跡 集落跡 自然堤防 平安～近世

関場遺跡 包含地 自然堤防 古墳・奈良・平安

下ノ内浦遺跡 包含地 自然堤防 縄文・ 弥生・奈良・平安 柳生台畑遺跡 包含地 自然堤防 古墳・古代

下ノ内遺跡 集落跡 自然堤防 縄文・ 弥生 。奈良・平安 栗遺跡 集落跡 自然堤防 弥生～平安

富沢館跡 城館跡
自然堤防

後背湿地
中世 安久遺跡 集落跡

自然堤防

後背湿地
奈良～平安

元袋遺跡 集落跡 自然堤防 奈良～平安 安久東遺跡 集落跡・ 古墳群 自然堤防 古墳・ 奈良～平安・ 中世

大野田遺跡 集落跡 自然堤防 縄文 (後期 )。 弥生 中田神社裏遺跡 包含地 自然堤防 古墳・平安

六反田遺跡 集落跡 自然堤防 縄文・ 弥生～平安 前田遺跡 館跡 自然堤防 中世

伊古田遺跡 包含地 自然堤防 縄文・ 古墳 。奈良・ 平安 壇腰遺跡 包含地 自然堤防 奈良～平安

17 大野田古墳群 古墳群他 自然堤防 古墳～平安 清水遺跡 集落跡 自然堤防 弥生～平安

王ノ壇遺跡 古墳・ 集落跡他 自然堤防 古墳～中世 日高遺跡 包含地 自然堤防 弥生～平安

西台畑遺跡 包含地 自然堤防 縄文 (後期 )・ 弥生・古墳 中田北遺跡 包含地 自然堤防 奈良～平安

長町駅東遺跡 包含地 自然堤防 弥生・ 古墳・古代 中田南遺跡 集落跡・ 館跡 自然堤防 奈良～平安

21 郡山遺跡 官衛跡・ 水田跡他
自然堤防

後背湿地
弥生～奈良

上余田遺跡 集落跡 自然堤防 弥生～平安

沢目遺跡 包含地 自然堤防 古墳～平安

北目城跡 城館跡 自然堤防 室町・奈良 後河原遺跡 水田跡 自然堤防 奈良～平安

日辺館跡 城館跡 沖積地 室町 中田畑中遺跡 集落跡 自然堤防 奈良～平安

24 熊野堂大館跡 城館跡 丘 陵 中世 城丸 (大宮 ) 古墳 円墳 自然堤防 古 墳

25 黒崎城跡 城館跡 丘 陵 中世 戸ノ内遺跡 集落跡・ 城館跡 自然堤防 古墳・平安・ 中世

小館 (古館)跡 城館跡 丘 陵 中世 四郎丸館跡 周溝墓・集落・城館 自然堤防 古墳・ 平安 。中世 。近世

27 高舘城跡 城館跡 丘陵 中世 下余田遺跡 集落跡 自然堤防 古墳～平安

表 1 周辺の遺跡地名表



第 2節 遺跡の概要

第 2節 遺跡の概要

安久遺跡は、 JR南仙台駅の西側、仙台市太白区西中田二丁目と五丁目に位置する。名取川と広瀬川の合流点か

ら約2.5km上 流、名取川南岸0.8kmの 地点にある。地形的には、名取川の旧河道 とそれによって形成された自然堤防

と後背湿地が複雑に入 り組んだところに立地している。

名取川流域は、宮城県内で最も多 くの遺跡があることで知られている。名取川下流域南岸の旧石器時代の遺跡 と

しては、高舘丘陵の台地上に立地する西野田遺跡のみであるが、台地を中心に人々の活動の痕跡が確認される。今

後さらにこの時代の遺跡の増加が期待できるであろう。縄文時代の遺跡 としては今熊野遺跡がよく知られており、

前期の竪穴住居跡が71件も発見されており、大規模な集落が形成されていたことがわかる。弥生時代になると、縄

文時代では遺跡の極めて少なかった南岸部の低地にも遺跡が点々と分布している。古墳時代になると遺跡の数が増

加し、自然堤防から浜堤まで遺跡の分布が広がり、隣接する安久東遺跡、戸ノ内遺跡、四郎丸館跡などからは前期

の竪穴住居跡や方形周濤墓が検出されており、政治的な社会が形成されてきたことを示している。また、 7世紀後

半になると、陸奥国の設置と同時に名取郡が置かれたものと考えられている。奈良・平安時代になると、清水遺跡

や中田南遺跡などで集落の拡大が認められており、本遺跡や、安久東遺跡、中田畑中遺跡などでも集落跡が検出さ

れているなど増加を示している。中世になると、高舘丘陵に山城が、低地には安久東遺跡、前田遺跡、中田南遺跡、

と目昌回
Ｅ
】

い

〇
〇
［
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第 3図 調査区位置図



第 1章 はじめに

四郎丸館跡などの城館、居館が数多 く造営される。近世になると、仙台城下町は広瀬川北岸の河岸段丘上を中心に

建設され、そのころの名取川下流域は大半が農村地帯 となるが、奥州街道の整備に伴い中田に宿場町が作 られる。

以上のように、本遺跡周辺地域には旧石器時代から現代に至るまで連綿 と人々の生活の痕跡が残されている。

表 2 安久遺跡調査次数表

第 3節 調査方法

1.調査区の設定

今回の調査地点は安久遺跡範囲のほぼ中央の地点にあり、畑として利用されていた。共同住宅建設によって掘削

を受ける782m2の うち707m2に 調査区を設定した。調査区には、平面直角座標系 Xに乗せて基準杭を打ち10mグ リッ

ドを設定した。グリッドの名称は、東西方向をアラビア数字、南北方向をアルファベットとし、両者の組み合わせ

で表した。また、グリッド交点の名称は、交点の南東側のグリッドの名称で示した。

2.調査方法

調査は、 I・ Ⅱ層を重機で除去し、III層上面から精査を行った。Ⅲ層は西端部の一部しか残存せず遺構が検出で

きなかったため、Ⅳ層上面まで除去し精査を行った。この時点で濤11条、ピット26基 を確認した。調査中、遺構の

平面図は基準杭によって簡易遣り方を組み、縮尺1/40で作成した。土層断面図・エレベーション図は縮尺1/20を用

いた。その後、それよりも古い時期の文化層の確認を行うため4ケ所に試掘区を設け、平面的な調査を行うことに

した。

0                              20m

第 4図 調査区設定図
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第 4節 基本層序

第 4節 基本層序

基本層序は大別して 6層が確認された。Ⅳ a層上面が遺構確認面である。

第 I層 :表土。6層に細分される。Ia層～ Ic層 は全体に分布し、Id層～ If層 は南西部のみに分布、If層か

らビニールひもが出土している。

第H層 :耕作土。西端部のみで確認され、厚さ30cm前後である。10YR4/2灰黄褐色シル トで、にぶい黄褐色粘土質

シル トブロックを少量含んでいる。

第Ⅲ層 :大部分が Ic層の撹拌を受けていて、下部の一部しか存在せず、厚さは平均 7 clnである。10YR3/1黒褐色

粘土質シル トである。

第Ⅳ層 :褐色系の層をⅣ層とし、それを4層に細分した。調査区全てに分布している。

遺構確認面のⅣ a層 は、厚さ20～30cmで、10YR4/3にぶい黄褐色砂質シル トで、10YR3/2黒褐色粘土粒子

を微量に含む。

Ⅳ b層 は、厚さ20cm前後で、10YR3/3暗褐色粘土質シル トで、10YR4/2灰黄褐色シル トブロックを少量、

A
卜 lo oom

A′

引

B
トー950m

0              1m

基本層序 (地点は第 4図参照)

Ｂ
引

Ⅳ

Ⅳ b

IV c

IV d

Vb

Vc

第 5図



第1章 はじめに

木炭粒を微量含む。

Ⅳ C層は、厚さ30cm前後で、10YR3/3暗褐色粘土質シルトで、10YR4/2灰責褐色シルトプロックを多量、

下部はⅣ d層あるいはVa層ブロックを少量含む。

Ⅳ d層 は、厚さ20cm前後で、10YR4/4褐色砂質シルトで暗褐色粘土ブロックを少量含む。

Ⅳ c層 とⅣ d層の下部の凹凸が激しく耕作上の可能性が考えられ、B-5試掘区でⅣ層のプラント・オパー

ル分析のための上壌を採取した。

第V層 :黒褐色系の層をV層 とし、そこから4層に細分した。調査区全てに分布している。

Va層は、厚さ20cm前後で、10YR3/1黒褐色粘土で、Vb層ブロックを少量含み、耕作上の可能性が考え

ら才ιる。

Vb層は、厚さ平均30cllaで、Va層よりやや薄めの10YR3/2黒褐色粘上である。B-5試掘区で、磨滅して

いるため詳しくわからないが、縄文土器が出土している。

Vc層 は、厚さ平均20cmで、10YR3/3暗掲色粘上で酸化鉄を斑紋状に少量含む。A-3試掘区で縄文土器。

石器が出上している。

Vd層は、厚さ20c14前後で、2.5Y3/1黒褐色粘土である。

V層 もⅣ層同様プラント・オパー7L/分析のため土壌を採取した。

第Ⅵ層 :B-4、 B-5試掘区でⅥ層上面まで掘り下げた。10YR4/2灰黄褐色粘上で砂粒を少量含む。

SD3調査風景



第 4節 基本層序

日
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

+

+

出
∩
の
　
　
　
い

∩
の
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第 2章 検出された遺構と遺物

第 2章 検出された遺構 と遺物

第 1節 遺構の検出状況 と概要

I・ H層 を重機によって除去し、Ⅲ層から調査しようとしたが、Ⅲ層は西端部の一部しか存在せず、遺構が検出

できなかったため人力によってⅣ a層上面まで除去した。 Ic層 (現代の耕作土)に よりⅣ a層上面まで撹拌され

ていることから、検出された遺構はⅣ a層から掘 り込まれた遺構だけでなく、それよりも上の層から掘 り込まれた

遺構もあると推定される。

ここでは、切 り合いなどから判断し、新しい遺構 (中世及び近世)を第 2節に、それより古い遺構 (古代及び中

世)を第 3節に分けてまとめた。

第 2節 Ⅳ a層の遺構 と遺物 (1)
SD l

調査区東端部 A・ B-5グ リッドにかけて検出された。方向はN-22° 一Eである。上端部は130cm前後、下端幅は

12～ 57cm、 深さは約60cmで、底面はやや凹凸があるが比較的平坦である。断面形は「U」 字形に近 く、壁は皿状の底

面から緩やかに立ち上がり、外方に大きく開いている。確認された堆積土は3層で、いずれも自然堆積層である。

出土遺物はほとんどが磨滅しており図示できるものはないが、ロク  A
口調整の上師器の邪・甕、須恵器の不・瓶、赤焼土器、陶器 (相馬) 卜 950m

Ａ
引

などが出上している。

SD l～ 4がほぼ平行し、SD10と 直交することから、これらは何ら

かの区画に関わる濤 と推定されるが断定はできない。

SD 2

調査区東部 A・ B-5グ リッドにかけて検出された。SDllと 重複関

係にあり、切っていることから本遺構が新しい。方向はN-20°一E

0              1m

である。上端幅は50cm前後、下

端幅は約15c14、 重機 と人力に

よりⅣa層中まで掘 りすぎた

ため確認した深さは 5 cmで あ

るが、断面観察によると約15

cmである。断面形は皿状をな

しており、壁は底面から緩や

かに外方に開いている。確認

された堆積土は 1層のみであ

る。出土遺物はない。SD l同

様何らかの区画に関わる濤 と

推定されるが断定はできない。

A
|一-950m

0                           1m

Ａ
引

層 位 色   調 性    賃 脩 考

1 10YR4/2灰責褐色 シルト loYR5/4に ぶい責褐色砂質シル トをプロック状に微量含む。

2 10YR3/2黒褐色 粘土質 シル ト 10YR5/4に ぶい責褐色砂質シル トをプロック状に少量含む。
10YR4/2灰音梱角 粘 上督 シル ト 10YR5/4に ぶい奮梱れ砂百シル トをプロック状に多畳合 IFハ

第 7図 SDl断面図

層位 色  調 性質 備 考

l 10YR4/2灰黄褐色 シル ト 酸化鉄を斑紋状 に少量含む。木炭粒 を微量に含む。

第 8図 SD2断面図

SD l・ 2調査風景



第 2節 IVa層 の遺構と遺物 (1)
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第 9図 Ⅳ a層上面全体図 (1)



第 2章 検出された遺構と遺物
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第10図 SD l～ 5平面図



第 2節 Ⅳa層の遺構と遺物 (1)

SD 3

調査区東部 A・ B-4グ リッドにかけて検出された。SDllと 重複関係にあり、切っていることから本遺構が新しい。

方向はN-22° 一Eである。上端幅は60cm前後、下端幅は10～30cm、 深さは 1～ 2 cmで ある。断面形は皿状をなして

おり、壁は底面から緩やかに外方に開いている。確認された堆積土はSD 4と 同じで 1層からなる。深さ 1～ 2 cmの

ため、断面図は作成していない。出土遺物はない。SD l同様何らかの区画に関わる濤 と推定されるが断定はできな

Vゝ 。

SD 4

調査区東部 A-4グ リッドにかけて検出された。SD 5・ 11と 重複関係にあり、SD

ことから、本遺構はSD 5よ り古 く、SDllよ り新しい。方向は N-18°一Eである。

20～80cm、 深さは 5 cmで ある。断面形は皿状をなしており、壁は底面から緩や

かに外方に開いている。確認された堆積土は 1層のみである。出土遺物は図示

できるものはないが、ロクロ調整の上師器の甕が出上している。SD l同様何ら

かの区画に関わる濤 と推定されるが断定はできない。

SD 5

5に切られ SDllを切っている

上端幅は60～ 100cm、 下端幅は

伴  SD5   SD4 当
′

院

0                           1rn

調査区中央部 A-3・ 4グ リッドにかけて

検出された。SD 4と SDllと 重複関係 にあ

り、ともに切っていることから本遺構が新し

い。方向はN-72° 一Eである。上端幅は60cm

前後、下端幅は10～ 20cm、 深さ27cmであり、

底面はやや凹凸があるが比較的平坦である。

SD5
層位 色   調 性  質 備 考

1 10YR4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 25Y3/2黒褐色粘土をプロック状に少量含む。
2 10YR4/2灰費福色 括上管 シル ト

第11図  SD4・ 5断面図

断面形は「U」 字形を呈 し、壁は底面から上部にかけて緩やかに大きく開く。確認された堆積土は 2層で、いずれも

自然堆積層である。出土遺物は図示できるものはないが、ロクロ調整の上師器の邪、小片のため年代は不明である

陶器が出土している。両端が徐々に浅 くなりそれ以上確認できなかったため、何のための濤かは不明である。

SD 6

調査区南西部 B-1・ 2・ 3グ リッドにかけて検出された。SD 7と SD 8と 重複関係にあり、ともに切っている

ことから本遺構が新しい。方向は N-85° 一Wである。当初、SD 7と 同遺構 と考え掘 り進めたが、後に下層の堆積

上の違いや断面観察によって違う遺構であると判明した。なお、南側の上端が掘 りすぎにより破壊された (第 12図

アミ点部分)た めに明確ではないが、断面で確認すると上端幅は268cm、 下端幅は約10cm、 深さ61cmである。断面形

は、下部は「V」 字形に近 く、壁は幅の狭い底面から大きく開きながら立ち上が り、上部北側は段状になっている。

確認された堆積土は2層で、いずれも自然堆積層である。出土遺物のうち、図示できたのが上層から出土したロク

ロ調整後ナデが施された土師質土器 (第14図、写真36)である。他に磨滅のため図示できなかったが、ロクロ調整

の上師器の不や甕、須恵器の甕、小片のため年代が不明である陶器、銅銭などが出上している。なお、第13図の第

1層 は本遺構の堆積上ではなく、H層の頃の耕作によって撹拌された基本層の可能性 も考えられる。底面のレベル

は調査区内ではほとんど高低差はないが、下層は粗砂 と粘上の互層になっていることから水路の可能性が高 く、周

辺の地形から考えて西から東へ流れていたと推測される。

SD 7

調査区南西部 B-1グ リッドで検出された。SD 6と重複関係にあり、切 られていることから本遺構が古い。方向は

N-49° 一Wと推定される。ほとんどが調査区外に延び、また、東部は撹乱により破壊されているため実際の規模は

不明であるが、確認した規模は、上端幅は337cm、 下端幅は189cm、 深さは100cm前後である。断面形は船底形をなし

11

SD4
層位 色   調 性   質 備 考

1 10YR4/2灰黄褐色 10YR5/4にぶい黄褐色砂質シルトをブロック状に微量含む。
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第 2節 Ⅳa層の遺構 と遺物 (1)

引 A′Aピ Om

ており、広い底面から緩やかに立ち上がる。確認された堆積土は4層で、いずれも

自然堆積層である。出土遺物はない。検出された長さは短 く、高低差は不明である

が、下層に砂が厚 く堆積していることから大きな水路の可能性が考えられる。

0                              10cm

層位 色   調 性  質 備

1 10YR4/2灰 責褐色 シアレト loYR3/2黒褐色粘上をブロック状に少量含む。酸化鉄を斑紋状に多 含 む。

2 10YR5/3に ぶい貢褐色
10YR4/2灰黄褐色
loYR3/2黒絶

υ
土
土

租
粘
粘

互層。酸化鉄を管状に少量含む。

をプロック状 に多量含 む。酸化鉄 を管状 に少量含 む

第13図 SD6・ 7断面図

No 写真図版 遺 構・層 位 種  別 器 種 遺存度
法 (clni 底 径

色 調 特 徴
口径 径 器 高

SD 6 丁1 土師質土器 /」 皿ヽ にぶ い音精角 (内・ 外 )ロ クロ調整後 ナデ

第14図 SD6出土遺物

SD10

調査区西部A-1、 B-2・ 3グ リッドにかけて検出された。SD 8と SD 9と 重複関係に

あり、切っていることから本遺構はそれらより新しい。方向はN-76° 一Wである。上端幅

は50～ 70硼、下端幅は10～ 30cm、 深さは20cm前後であり、底面はやや凹凸があるが比較

的平坦である。断面形は「U」 字形に近 く、底面は皿状をなし、壁はそこから緩やかに屈

曲して立ち上がっている。確認された堆積土は 1層のみである。出土遺物は、ほとんど磨

滅していて図示できるものはないが、底部の切 り離しは回転糸切 りで再調整はされていな

い土師器のイ、ロクロ調整の上師器の甕、須恵器の瓶、

土師質上器が出上 している。SD l同様、何 らかの区画

に関わる濤と推定されるが断定はできない。

ピッ ト

調査区東部に集中し22基検出された。P10か ら磨滅しているため判断しにくいが、土師器甕の小片が1点出土して

いる。いずれも組み合わず、柱痕跡も見つからなかったことから、柱穴ではないと考えられるが、性格は不明であ

る。

9 90rn

A十一 引 A

Ia

0                           11al

層位 色   調 性 質 備 考

I 10YR4/2灰黄褐色 絶 土

第15図 SD10断面図
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第 3節 Ⅳa層の遺構 と遺物 (2)

第 3節 Ⅳ a層の遺構 と遺物 (2)
SD8

調査区西部 A-1、 B-1・ 2グ リッドにかけて検出された。SD 6、 SD 9、 SD10と 重複関係にあり、SD 9を切

り、SD 6と SD10に切られていることから、本遺構は、SD 9よ り新しく、SD 6と SD10よ り古い。なお、断面図

(1)に示したA層は基本層ではなく、SD 8を掘 り込んだときの盛土と考えられる。方向はN-49° 一Wである。

上端幅は600cm前後、下端幅は、調査区西狽1では70cm前後、調査区東側では210～ 230cm、 深さは160～ 200cmである。

底面は調査区西側はやや凹凸があるが比較的平坦である。調査区東側は底面が広 く、長さ560cm前 後、幅100cm前後

の範囲で、底面より深さ15側前後の窪みが連続してみられた。断面形は、西側で「V」 字形に近 く、壁は幅の狭い底

面から大きく開きながら立ち上がり、東側は逆台形状をなしており、壁は底面からやや急な立ち上がりをしている。

調査区西側で橋脚跡と見られるピット7基、木の杭 1本が検出された。P23は径15側・深さ26cm・ 堆積±10YR3/2

黒褐色粘土でにぶい黄褐色シル トブロックを含む。P24は径28伽・深さ49飢・堆積土はP23と 同じである。P25は

径27cm・ 深さ24cm・ 堆積土はP23と 同じである。P26は径14cm。 深さ27硼 。堆積土は10YR2/1黒色粘上で杭の痕跡

が見られた。P27は径18飩・深さ41cm・ 堆積土は2.5Y3/1黒褐色粘土で砂粒を多量に含み杭の痕跡が見られた。P28

は径10cm。 深さ29甑 。堆積土は P23と 同じである。P29は径20cm・ 深さ42cm・ 堆積土は2.5Y3/2黒褐色粘上である。

木の杭は径約 9 cm。 遺存長50cmで あった。ピットの各間隔は P25～26が230cm、 P26～27が160cm、 P27～P29が60cm、

P23～木杭が220m、 木杭～P28が270cm、 P25～P24が 110cm、 P24～P23が90cm、 P26～木杭が200cmで ある。実際は

もっと多 くの杭が使われていたと推測されるが検出はできなかった。堆積土は調査区の東部 と西部では異なってい

るがいずれも自然堆積層で、レンズ状の堆積状況を示している。出土遺物は、ほとんどが最下層から出上している。

図示できたのが上層からロクロ調整の土師質土器、下層から龍泉窯系の青磁の皿、ロクロ調整の土師器の不や甕、

縄文土器深鉢、漆器の椀 (写真22)、 調査区東部から、外面はタタキ、内面はナデが施されている須恵器の甕や長頸

瓶 (第 22・ 23図、写真37～39)である。他にも磨滅していて図示できなかったが、ロクロ調整の上師器の不や甕、

赤焼土器、ロクロ調整の上師質土器、須恵器の郷・甕・鉢、在地や東海地方産の陶器、瓦などが多数出上している。

しかし、遺構に伴う遺物は確実に限定できず、大部分は混入品であると考えられる。なお、堆積土は下層が粘土 と

粗砂の互層になっており、水路 として利用されていたと考えられる。底面のレベルは、調査区内ではほとんど高低

差はないが、地形から判断して西から東へ流れていたと推測される。また、調査区東部の下層から長さ50～ 150cmの

河原石が多数出土した (写真23)。 その河原石は、調査区から東へ80mの ところにある安久諏訪古墳から出土してい

枠∈00m

0                1m

―
第17図 SD 8断面図 (1)
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第 2章 検出された遺構と遺物
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第 3節 IVa層の遺構 と遺物 (2)

B′

引

農 930m

0                11n

―色 調 性  質 備 考

1 loYR3/2黒 褐色 粘土質 シル ト loYR4/3に ぶい責褐色砂賃シル トをブロック状に微量含む。

2 10YR4/2灰 貴褐色 シル ト

3 loYR4/2灰 貢褐色 砂 管 シル ト 酸化鉄 を斑紋状 に多量含 む。

4 loYR4/2灰 黄褐色 粘 土資 シル ト 酸化鉄 を管滋養 に多量含 む。 10YR5/3黄褐色砂質 シル トをブロック状 に少量含む。

5 loYR4/3に ぶい貢格色 細 砂 酸化鉄 を管状 に少量含 む。 10YR4/2灰責褐色粘上 をブロ ック状 に微量含 む。

6 25Y5/1責 灰色 シ,レ ト 酸化鉄 を管状 に少量含 む。 10YR4/2灰責褐色粘土 ブロック状 に微 む ハ

7 25Y5/2暗 灰黄色 粘 土 酸化鉄 を管状 に少量含 む。25Y5/1貢灰色 シル トをブロック状 に少量含 む。

loYR3/2黒 褐色 粘 土 loYR5/4に ぶい責褐色砂資シル トをプロック状に傲量含む。

9

10YR4/2灰 黄褐色
10YR3/1黒褐色
10YR4/3に ぶい黄褐色

粘土

腐植質粘土
*日 れj

互層。酸化鉄を管状に少量含む。

10 loYR4/2灰 責褐色 砂 資 シル ト loYR3/2黒 褐色粘上をブロック状に多量含む。

11 10YR4/1梱 灰色 粘 土 loYR4/2灰 黄褐色細砂をブロック状に少量、25Y3/1黒 褐色砂賃シル トをグロック状に微量含む。

12 10YR2/1黒 色 粘 土 10YR4/2灰 貴褐色粘上をブロック状に少量含む。

10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト 10YR3/2黒 褐色粘上をブロック状に少量含む。

14 10YR4/3に ぶい責褐色 粘 土 酸化鉄を管状に少量含む。10YR4/1掲灰色粘土をブロック状に少量含む。

15 25Y4/2暗 灰責色
25Y3/2黒 褐色

粘 土
互層。

16 25Y3/2黒 櫓色

10YR4/3に ぶい黄褐色

土

砂

粘

粗
互層。部分的に10YR3/1黒褐色シルトをブロック状に微量含む。

C― C′

層 位 色 調 性  質

1 10YR3/2黒 褐色 シル ト loYR5/3に ぶい貢孝 をブロック状に微量含む。

2 loYR4/2灰 黄褐色 粘土 酸 化 徴 を管状 に Jむ。マ ンガ ン粒 を微量含 む。

3 10YR5/2灰 黄褐色 細 砂 10YR4/2灰 責褐色粘上 をブ ロ ック状 に少量含 む。酸化鉄 をプロ ック状 に多量含 む。

4 loYR3/2黒 : 粘 土 loYR4/2灰 責褐色粘上をブロック状に微量含む。酸化鉄を管状に少量含む。

5 10YR4/2灰 責率 土 25Y3/2黒 褐色粘上をブロック状に少含む。

6 25Y5/2暗 灰 粘 土 酸化鉄を斑紋状に少量、管状に少量含む。25Y5/2細 砂多量。10YR4/2灰 黄褐色砂と部分的に互層となる。

7 10YR4/1褐 灰色 粘 土 砂粒少量、酸化鉄管状 に少量含 む。

8 5Y5/2暗灰責色 粘 土 25Y5/2細 砂 10YR4/2灰 〉と部分的に となる。

9

loYR4/2灰 黄褐色
10YR4/3に ぶい責褐色
10YR3/2具褐色

シアレト
粗砂
店 縮 管 粘 +

互層。酸化鉄 を管状 に少量含 む。

10 10YR4/1褐灰色 土 loYR4/2灰 責褐色組砂をブロック状に少量含む。

11 10YR4/1褐灰色
10YR4/3にぶい黄褐色

粘上
業日看b

部分的 に10YR4/2灰 責褐色腐植質粘土 と互層 になる。植物遺体 を微量 に含 む。

loYR4/1灰色 上 5Y3/1オ リーブ黒粘土 をブ ロ ック状 に多量 に含 む。

25Y4/1琶 灰色 粘 土 砂粒 を多量、木炭粒 を多量含 む。

第19図 SD8断面図 (2)



第2章 検出された遺構と遺物

る石室のものと同規模であることから、ここにも以前古墳があり、その石室が何 らかの理由で破壊されて本遺構に

混入した可能性 も考えられる。なお、前述 した須恵器の甕も河原石 と同じところから集中して出上したことを考え

ると、古墳 と何らかの関係があると推定される。

0                             21n
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―

第20図 SD 8平面・断面図 (東部)
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第 2章

三
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1

検出された遺構と遺物

Ч _怜潔

0                            10(

No 写真図版 遺 構・層 位 種    別 器  種 遺 存 度
法  量  (cln)

色  調 特 徴
口 径 底  径 器  高

l 37-2 SD 8 下層 磁 器 (膏磁 ) 皿 口緑 小 片 誰灰色 龍泉窯系

2 37-1 SD 8 上層 土師質土器 /1ヽ 皿 体部上半1/6 112) 負 ロクロ調率

3 37-3 SD 8 下層 須恵器 鉢 底部  1/6 灰 色 (外

'ロ

クロ調整、一部 回転ヘ ラケズ リ

(内 )ロ クロ調整

4 38-2 SD 8 下層 木製品 漆器・椀 体部下半遺存 (外 )赤

(内 )暗赤

(内・外)赤漆

No 写真図版 遺 構・ 層 位 種 長さ((れ ) 幅   (crn) 厚 さ (cm) 重量 俊) 特 徴

5 37-4 SD 8 下層 木製品、用途不明 端部欠損 47 2 ヘラ状
38-1 SD 8 腐面 本製品、抗 端部欠損 径    88 橋脚 の先端



第 3節 IVa層の遺構 と遺物 (2)

No 写真 図版 遺 構・層 位 種 別 器種 遺存度
法  量  (cm)

雅 色 調 特 徴
口 径 底  径 器  高

7 39-1 SD 8 下層 縄文土器 深鉢 口縁小片 黒 梱 角 渡状 口綴 、体 部 LR紹 文

8 38-4 SD 8 下層 土師器 杯 1/7 (128) 外 )に ぶ い責 橙色

内】里 負

(外)ロ クロ訓堅

(内 )ヘラミガキ・黒色処理

9 38-3 SD 8 下 層 土 帥器 杯 (150) (64) (外)に ぶい責橙色

(内 )黒色

(外)ロ クロ調整・底部切離法不明 (磨滅)

(内 )ヘ ラミガキ・黒色処理

10 38-5 SD 8 下層 土師器 甕 上

Ｖ

(230) (外)に ぶい責橙色

(内 )灰黄褐色

(内 外)ロ クロ調整

11 38-6 SD 8 下層 土師器 奏 部

氏

上

”

(234) (外 )にぶい貢橙色

(内 )にぶい責橙色

(肉・ 外 ,ロ クロ調 整 、 肉面 に灰 化 靱 付 看

第22図 SD 8出 土遺物 (1

0                        10cm

NO 写真 図版 遺 構・ 層 位 種 男」 器  種 遺 存 度
法 (cm)

色 調 特 徴
口 径 | 器  高

1 39-2 SD 8 下層 須 恵器 底部 1/7 (78) 灰 白色 (内・ 外 )ロ クロ調整、大戸窯 K12窯式

2 39-3 SD 8 下層 須恵器 甕 口縁小片 (外 )暗灰色 (内 )灰色 (内・ 外)ロ クロ調整

3 39-5 SD 8 下層 須恵器 甕 肩部小片 灰 色 (外 )タ タキ、凸帯 の剥離痕  (内 )ナ デ

4 39-6 SD 8 下層 須恵器 甕 肩部小片 灰 (外)タ タキ (内 )ナ デ

5 39-J SD 8 下 須 烹器 戻部 1/4 灰 (外 )夕 タ キ  (内 )ナ デ

6 39-7 SD 8 下 体部 下半 1/4 (外 )タ タキ (内 )ナ デ

第23図 SD8出土遺物 (2)



第 2章 検出された遺構と遺物

SD 9

調査区西部A-1・ 2グ リッドにかけて検出された。SD 8と SD10と 重複関係にあり、ともに切 られていることから、

本遺構はそれらより古い。方向はN-42° 一Eである。上端幅は200cm前後、下端幅は40～80cm、 深さ30cm前後である。

断面形は皿状をなしており、壁は底面から緩やかに外方に開いている。底面は比較的平坦であるが凹凸があり、調

査区南側で20～30cmの上坑状の窪みが検出された。堆積土は3層確認され、いずれも自然堆積層であり、第 1層 に

Ｂ・２＋

Ａ・２＋

第24図 SD 9平面図



灰白色火山灰のブロッ

クを多量に含んでいる。

出土遺物は、図示でき

たのが、ロクロ調整で

内面はヘラミガキ・黒

色処理が施されている

土師器の不、ロクロ調

整後下半にヘラナデが

施されている土師器の

甕である (第26図、写

真40)。 他にも磨滅 し

ていて図示できなかっ

たがロクロ調整の上師

器の甕、須恵器の瓶、

磁器などが出上してい

る。磁器については近

世以降の遺物であり、

遺構に伴 うものではな

く、上層からの混入品

であると考えられる。

第26図

SDll

調査区東部 A・ B-4・ 5グ リッドにかけて検出され

た。SD 2～ 5と 重複関係にあり、ともに切 られている

ことから遺構はそれらより古い。上端の最大幅は670

cm、 下端の最大幅は140cm、 深さ65cmであり、南北に延

び東側にふくれる弧を描 く濤である。断面形は皿状を

なしており、壁は底面から外方に向かって開いている。

確認された堆積土は 5層で、いずれも自然堆積層であ

り、第 1層 に灰白色火山灰を層下部に層状に含んでい

る。出土遺物は、図示できたのが、ロクロ調整で内面

はヘラミガキ・黒色処理が施されている土師器の不、

ロクロ調整の上師器の甕、完形品の石鏃、釘である(第

29図、写真41)。 他にも土師器の不や甕、須恵器の不や

A 960m
卜

第 3節 IVa層 の遺構 と遺物 (2)

0              1m

Ａ
引

第25図 SD9断面図

＼``く
==■==当

些笙空霊壼奎】テ芽夕1

SD 9出土遺物

0                         10

磨位 色   調 性   質 備 考

1 10YR4/3にぶい黄褐色 シル ト 灰白色火山灰 をプロック状 に多量含む。

2 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土 10YR4/3に ぶい黄褐色シルトをブロック状に少量、木炭粒を微量に含む。
3 10YR4/3にぶい黄桶色 シル ト管粘土 10YR3/2黒梱色粘上をプロック状に微量に合む̂

NO 写真図版 遺 構・ 層 位 種  別 器種 遺存度
法  量  (cm) 底径

色 調 特 徴
口 径 器 高

1 40-1 SD 9 チ1 土帥器 イ 部

み

に

の

60 外 )に ぶ い黄 橙色

丙 星ヽれ

(外)ロ クロ調整、底部 一回転糸切無調整

(内 )ヘラ ミガキ・ 具角 tlL理

2 40-2 SD 9 Jl 土師器 甕 半

３

上

Ｖ
(外 )に ぶい貢種色

(内 )灰褐色

(外,上半ロクロ調整、T半ロクロ後ヘラナデ

(内 )上半ロクロ調整、下半不明(磨減)

SDll調査風景



第2章 検出された遺構―と遺物

甕が出上している。石鏃については遺構に伴う遺物ではなく混入品と考えられる。南部で徐々に浅くなって途切オk

それより南では確認できず、平面から見ても何のための濤かは不明である。

第27図 SDll平面図



第 3節 IVa層 の遺構と遺物 (2)
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第28図 SD H断面図

み
q4

◇

0                        10cm

IV c

V

層位 色 調 性   質 備 考

1 10YR4/3にぶい黄褐色 砂質シル ト 灰白色火山灰を層下部に層状 に含む。酸化鉄を斑紋状 に多量含む。

2 10YR3/2黒褐色 ングレト 酸化鉄を斑紋状に多量含む。

3 10YR2/1黒色 粘上 駿化鉄を斑紋状に少量含む。 10YR4/4褐色 シル トをブロック状に微量含む。

4 10YR3/1黒褐色 粘土 10YR4/4褐 色ンルト質粘土をブロック状に多量含む。

5 10YR4/4ネ 岳色 粘土 10YR2/2黒 褐色粘土をブロック状に少量含むぅ

NO 写真図版 遺 構・層 位 種  別 器種 遺存度
法  量  (cm)

雅 色 調 特 徴
口径 底径 器高

ユ 41-1 SDll ど 2 土師器 邪 (138) (54) (外 )にぶい責橙色

(内理 角

(外 )体部 ロクロ調整、底部 一回転糸切無調整

(内 )ヘラ ミガキ・ 具色処理

2 41-2 SDll ′ 2 土師器 郷 部

３

下
〃

(外 )種色

`肉

】塁角

(外 )ロ クロ調整、底部一回転糸切無調整

(内 )ヘラミガキ・黒色処理

3 41-4 SDll′ 1・ 2 土師器 甕 部

６

上

Ｖ

(140) (外 )に ぶい橙色

(内 )に ぶい黄橙色

(内・ 外 )ロ クロ調整

No 写真図版 種  別

向 端

!月雷 長さ(cnl) 幅 (cm) 厚さ(cln) 重量 ( ) 特 徴

4 4ユ ー 3 SDll t 鉄 製 品、釘 37

5 41-5 SDll ′ 2 石器、石鏃 完形 10 04 有茎式

第29図 SDll出土遺物



第 2章 検出された遺構 と遺物

第 4節 下層の調査

隣接する安久東遺跡の調査では古墳時代の層の下から弥生土器が出上している。このため、当遺跡でも下層の調

査を実施することとし、Ⅳ a層上面の調査終了後、A-3・ B-4・ B-5グ リッドに試掘区を設けて掘 り下げた。

A-3試掘区は、Ⅳ層中は遺構・遺物は検出されなかった。Va層上面で土坑状の窪みと濤跡のプランが検出され

た。土坑状の窪みは深さ約30cmで、人為的なものか自然の窪みかは不明である。第31図のA層はこの上坑状の窪み

の堆積上である。濤跡は、北東部は上端幅約10硼であるが、南西部で広がりを見せて二股に分かれる。深さは4～ 5

側である。B-2試掘区を設けてこの濤の延び具合を確認しようとしたが検出できなかった。出土遺物はなく、人為

的に掘 り込まれた様子もないことから自然流路 と考えられる。Vc層掘 り下げ中、遺構は検出できなかったが、縄

文土器片47点、石器 1点が出土した。第32図 1～ 3は深鉢 と推定される。 1は 口縁部のやや下に横位沈線が巡 り、

沈線より上部は丁寧なミガキが施されている。 2・ 3は同一個体 と推定される。横位平行沈線 と縦位の弧状沈線に

よって区画され、区画内には縄文が充填されている。また上部の隆帯には連続する刻目が施され、 2では隆帯のさ

らに上方に沈線が認められる。 4は無文の浅鉢で、口縁部近 くに円孔が穿たれている。 5は深鉢の体部である。横

位平行沈線 と橋円形になると考えられる沈線によって区画され、上部の横位沈線 と楕円形の沈線 との間には三叉状

の短沈線が刻 まれている。区画内には

縄文が充填され、三叉状の短沈線の上

部には小さな丸瘤が張 り付けられてい

る他、下部の横位沈線上にも刻み目が

施された大型のボタン状の瘤が張 り付

けられている。また、 この大型の瘤 と

瘤 との間には亥J目 も認められた。 6は

石匙であり、長さ4.5cm、 幅5.65cm、 厚

さ8.4cm、 重さ14.lgで ある (第32図、

写真41)。 なお、その後Vd層上面 まで

掘 り下げたが遺構 は検 出で きなかっ

た。

B-4試掘区・B-5試掘区でⅥ層上面

まで掘 り下 げたが遺構 は検 出で きな

かった。断面観察をすると、Ⅳ c層 と

Ⅳ d層 の下面の凹凸が激 し く耕作土

の可能性 も考えられるため、B-5試掘

区でⅣ a層～Vd層 のプラ ン ト・ オ

パール分析を行ったが、イネのプラン

ト・ オパールは検出されなかった (第

3章参照)。 B-5試掘区Vb層 で遺構

は検出できなかったが、磨滅 している

ため詳しくはわからないが縄文の施 さ

れた土器片が20点出上 した。

o            2m

第30図 A-3試 掘区Va層 上面平面図
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第 4節 下層の調査
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引
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図面断区掘

Ａ・３試
∠細∝

翻一

0                          10cln

0                      5cm

NO 写真 図版 出土地点・ 層位 種  別 器 種 遺存度
法 (cln)

色 調 特 徴
口径 径 器 高

1 42-1 A-3深 掘区 VC層 縄文土器 深 鉢 国縁ガヽ片 (外 )褐灰色 (内 )黒色 沈 線

2 42-4 A-3深 掘区 VC層 縄文土器 深 鉢 体部小片 (外)灰黄褐色 (内 )黒褐色 沈線、隆帯 に連続す る刻 目

3 42-2 A-3深 掘区 VC層 縄文上器 深 鉢 体部小片 黒褐色 沈線、隆帯 に連続す る刻 目

4 42-3 A-3深 掘区 VC層 縄文土器 浅 鉢 (240) 褐灰色 ヘラミガキ

2-5 A-3深掘区 VC層 緞 支 上器 深 鋏 体 部 1/4 梱 灰魚 ～ 灰奮梱 角 沈 繰 、 菟.瘤、 ボ タ ン状 層

No 写 真 図 jlA 出土地点・ 層位 種   別 遺存度 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量(g, 特 徴

6 42-6 A-3深 掘区 VC層 石器、石匙 完形

第32図 A-3試掘区出土遺物 (VC層 )



第 2章 検出された遺構 と遺物
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―
第33図 B-4試掘区断面図 (第 4図参照)

I・ H層の遺物については、 I・ H層 の大部分を重機で除去したため取 り上げた遺物はごく一部であると考えら

れる。出土層位 もIoⅡ層を厳密に区別しなかったため、平面的、層別の分布状況は不明である。出土遺物は、図

示できたのが外面は磨滅しているが一部ヘラケズリで内面はナデが施されている土師器の甕、端部欠損している砥

石であるが、他にロクロ調整の上師器の邪・甕・瓶、土師質土器、堤・相馬・美濃などの陶器、瓦、あまり遺存度

のよくない鉄製品などが多数出上している。Ⅲ層の出土遺物は、図示できたのが用途不明の鉄製品であるが、他に

磨滅しているがロクロ調整の上師器の甕、陶器が出上している。Ⅳ a層の出土遺物は、図示できたのが、底部の切

り離しは回転糸切 りでその後ロクロで再調整された土師質土器、外面はロクロ調整で内面はヘラミガキ・黒色処理

が施されている土師器の不、釘であるが、他にも、ロクロ調整や非ロクロ調整の上師器の不や甕、須恵器の邪・甕。

瓶、堤 。相馬の陶器などが出土している。

第 5節 その他の出土遺物

く

―
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|
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No 写真図版 出土地点・層位 准三   号U 器 種 遺存度
法  量  (cm)

色 調 特 徴
回  得 底  部 器  高

封脩音【 I 土 師 器 奪 貢音Б1/3 (70) こぶ い精 角 外 )?(磨減 )、 一 部 ヘ ラケズ リ (内 )ナ テ

No 写真 図版 出土地点・ 層位 種 遺存度 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 債 ) 特 徴

2 43-2 西 部 I H層 石製 品、砥石 端部 欠損 (481 1015
3 43-3 鞍 製 品 、 用捺 不 明 端部 欠帽 2

No 写真図版 出土地点・ 層位 種   別 器種 遺存度
ユ去       』三      (cm)

色 調 特 徴
口 径 底  部 器  高

4 43-7 西部 Ⅳ層上面 上師質土器 小 皿 1181 73 30 監色 内・ 外 )ロ クロ調整、底部 回転糸切後 ロクロ調整

5 43-6 西部  Ⅳ層上面 土師器 不 三部 のみ 外)に ぶ い責橙色

内)具れ

外 )ロ クロ調整、底部 回転糸切

内)ヘ ラ ミガキ・ 黒徹 fL理

第34図 その他の出土遺物

No 写真 図版 種 遺存度 長 さ (cm) 幅 (cln) 厚 さ (cm) 重量 破 ) 特 徴

6 43-4 西部  Ⅳ層上面 鉄製品、釘 両端 欠損 (391 07

7 43-5 西部  Ⅳ 層
「

而 端 部 欠椙 (32)



第 3章 プラン ト・オパール分析

仙台市、安久遺跡におけるプラント・ オパール分析

古環境研究所

1.は じめに

植物珪酸体は、ガラスの主成分である珪酸 (Si02)が植物の細胞内に畜積したものであり、植物が枯死した後も

微化石 (プラント・オパール)と なって上壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール (植物珪酸体)分析

は、この微化石を遺跡土壌などから検出し、その組成や量を明らかにする方法であり、イネをはじめとするイネ科

栽培植物の同定および古植生 。古環境の推定などに応用されている。

安久遺跡の発掘調査では、土層断面の観察において複数の層位で水田耕作層の可能性が推定された。そこで、稲

作跡の探査を目的にプラント・オパール分析を行うことになった。

2.試  料

調査区の上層は、下位より灰黄褐色粘土 (VI層 )、 黒褐色粘土 (Vd層 )、 暗褐色粘土 (Vc層 )、 黒褐色粘土 (V

b層 )、 黒褐色粘土 (Va層 )、 褐色砂質シルト(IV d層 )、 暗褐色粘土質シルト(IV c層 )、 暗褐色粘土質シル ト(IV

b層 )、 にぶい黄褐色砂質シルト (Ⅳ a層 )、 黒褐色粘土質シル ト (Ⅲ層)に分層された。

分析試料は、Ⅳ a層～Vd層において計 8点が採取された。

4.分析方法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原、1976)」 をもとに、次の手順で行っ

た。

1)試料上の絶乾 (105℃ 。24時間)、 仮比重測定

2)試料土約 lgを袢量、ガラスビーズ添加 (直系40μ m、 約0.02g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

3)電子炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W・ 42Khz。 10分間)

5)沈底法による微粒子 (20μm以下)除去、乾燥

6)封入剤 (オ イキット)中に分散、プレパラー ト作成

7)検鏡・計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパール (以下、プラント・オパールと略す)を同

定の対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。 これはほ

ぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・オパール個数 (試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数され

たプラント・オパール とガラスビーズの個数の

'ヒ

率を乗じて求める)に換算して示した。また、おもな分類群につ

いては、この値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と 各植物の換算計数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :

105g)を乗じて、単位面積で層厚 l cmあ たりの植物体生産量を算出した。換算計数は、イネは赤米 (2.94、 種実重

は1.03)、 キビ族はヒエ (8.40)、 ヨシ属はヨシ (6.31)、 ウシクサ族はススキ (1.24)、 タケ亜科については数種の

平均値 (0.48)を 用いた (杉山・藤原、1987)

4.分析結果

プラント・オパール分析の結果を表3に示した。稲作跡の探査が主目的であるため、同定は、イネ、キビ族 (ヒ
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工な どが含 まれる)、 ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族 (ス スキやチガヤなどが含まれる)の主要な 5分類群 を中心に

行 った。

採取 された試料すべてについて分析を行った結果、ヨシ属、ウシクサ族、タケ亜科の各分類群のプラント・オパー

ルが検出された。 このうち、ヨシ属はVb層 、Vc層 、Vd層 で検出された。密度はいずれ も低い値である。ウシ

クサ族 はすべての層位 より検出された。Vd層 で比較的高い以外はいずれ も低い密度である。タケ亜科 もすべての

層位 より検出された。Ⅳ a層、Ⅳ b層、Va層 、Vb層 では比較的高い値である。

5。 考  察

本遺跡では、イネのプラント・オパールはいずれの試料からも検出されなかった。したがって、本調査地点に関

しては分析を行ったいずれの層位についても稲作の痕跡は認められない。

なお、各層位ともタケ亜科が優勢であり、ヨシ属は低密度あるいは未検出である。このことから、本遺跡一帯は

Vd層堆積時からⅣ a層堆積時に至るまで概ね乾いた環境であったと推定される。

6。 ま と め

安久東遺跡においてプラント・オパール分析を行い稲作跡の探査を試みた。その結果、いずれの層位においても

稲作の可能J陛は認められなかった。

文 献

杉山真二・藤原宏志 (1987)川 1国 市赤山陣星遺跡におけるプラント・オパール分析.赤山一古環境編―.川 国市遺

跡調査会報告,10,p.28卜298.

藤原宏志 (1976)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法―.

考古学と自然科学, 9,p=1529.

藤原宏志・杉山真二 (1984)プ ラント・ォパール分析法の基礎的研究 (5)― プラント・オパール分析による水田址

の探査―.考古学と自然科学,17,p7385。

検出密度 (単位 :× 100個 g)

分 類 群 /試 料 IV a IV b IV C IV d Va Vb VC Vd

イネ

キビ族

ヨシ属

ウシクサ族 (ス スキ属など)

タケ亜科 (お もにネザサ節 )

6      12      13

13       7       6       7       6       6       12      33

179    113      88      73     141     101      87      91

推定生産量 (単位 :kg/だ 。cm)

イネ

(イ ネ概 )

キビ族

ヨシ属 0.40    0.73    0.82

ウシクサ族 (ス スキ属など)   1  0.16  0.08  0.08  0.08  0.07  0.08  0.14  0.40
タケ亜科 (お もにネザサ節)   1  0.86  0.54  0.42  0.35  0.68  0.49  0.42  0.44

表 3 安久遺跡のプラン ト・ オパール分析結果



第 4章 まとめ

I.遺物 につ いて

今回の調査では各遺構および基本層から縄文土器・土師器・赤焼土器・須恵器 。土師質土器・陶器・磁器・瓦 。

石器・石製品 。金属製品・木製品などの遺物が2,597点出土しているが (表 4)、 確実な共伴関係が判るものはなく、

図化できたものも少ないため年代が確定できるものがほとんどない。ここでは縄文土器についてのみ簡単に触れて

おきたい。

基本層Ⅳ a・ Iv b・ Vb層中および SD 8か ら出上したものは磨滅しているため詳細は不明である。なお、SD 8

の年代は中世 と考えられるため (後述する)SD 8か ら出土したものについては周辺からの流れ込みと考えられる。

図化できたのはVc層から出土した破片のうちの 5点で、深鉢 と考えられるものが 4点、浅鉢が 1点である。前章

と一部重複するが、深鉢と考えられる個体 (第32図 2・ 3と 5)について特徴をとまめると以下のようになる。

第32図 2・ 3 ①文様帯が沈線で区画される。

②隆帯に連続する刻目が施される。

第32図 5   ③小さな瘤状の張 り付けと大形で装飾性のあるボタン状の張 り付けがある。

④三叉状の沈線が刻まれている。

これらの土器は「瘤付土器」と呼ばれる範疇に入るものである。瘤付土器については田柄貝塚や福島県三貫地貝

塚などからまとまった資料が出上しているので比較してみたい。

田柄貝塚 との

'ヒ

較

①～④の特徴は田柄貝塚では第ⅥI群土器に相当する。田柄貝塚では晩期の第Ⅷ群土器 との時期差が層位的にも

確認されている。

三貫地貝塚 との比較

②の刻目文は三貫地貝塚の深鉢AV類③、④の三叉文は三貫地貝塚の深鉢A ⅥI類に相当し、いずれも縄文時代

後期後葉の土器群とされている。三貫地貝塚では後期後葉の深鉢を第 1～第 5段階に細分し、深鉢AV類③は第

4段階後半、深鉢A ⅥI類は第 5段階のものとしているので、今回出上した土器群は大体三買地只塚の第 4段階後

半～第 5段階にかけての時期に比定されよう。

なお、三貫地貝塚の第 5段階は田柄貝塚第V11群土器とほぼ同時期と推定されているのでこのことと今回の出土

遺物の時期的関係も矛盾しない。

Ⅱ.遺構 について

検出した遺構は濤 (SD l～ 11)と ピット(Pl～22)の みであるが、このうち濤については切り合い関係から次

の 4段階に分 けることができる。

第 1段階

他の遺構 より古い。 (SD 9。 11)

第 2段階

SD 9よ り新 しいが、その他の遺構 よりは古い。 (SD 8)

第 3段階

SD 8。 9。 11よ りも新 しヤゝ。 (SD l～ 4・ 7・ 10)

第 4段階

最 も新 しい。 (SD 5。 6)
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これらの遺構から出上した遺物のうち年代がある程度確定できるものは以下のとおりである。

SD 9。 11 ロクロ調整の上師器郷、同甕 (平安時代)

SD 8   龍泉窯系 青磁碗 (中世)

SD 6   土師質土器皿 (中世後半～近世)

年代が確定できる遺物が極めて少ないため時期を絞 り込むことはできないが、遺構の方向性や切 り合い関係、遺

物の年代からすると各遺構は第35図 のような変遷が考えられる。なおピットについては性格 も不明で、遺物 もほと

んど無いため時期は不明である。

第36図 に当遺跡第 1次調査区と隣接する安久東遺跡を含めた遺構の略図を示した。これによれば SD lと SD 3

はそれぞれ北に延びることが確認され、SD 9は第 1次調査区で第 1号濤 とした「コ」字状に巡る濤につながる可能

第 1段階

(平安時代 )

第 3段階

(中世～近世 )

第 4段階

(近世以降)

第 2段階

(中世 )

SD l

第35図 遺構変遷図
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性がある。なお、今回調査 した SD 8は規模が大きいことから安久東遺跡で確認されているような中世の堀跡かある

いは基幹水路 と考えているが、安久東遺跡 との直接の関係については明 らかではない。

Ⅲ。 ま と め

調査の結果、Ⅳ a層上面で濤跡H条、ピット22基を検出した他、遺構は検出できなかったがVc層中から縄文土

器 と石器が出上した。前の記述 と重複する部分もあるが、調査成果および問題点を整理すると以下のようになる。

1.Vc層 中から縄文時代後期後棄の上器、石器が出土した。当遺跡周辺の縄文時代後期の遺跡は名取川の北岸の

六反田遺跡、下ノ内浦遺跡、伊古田遺跡、郡山遺跡などのように自然堤防上に立地する例が多 く認められ、当遺

跡 も同様のありかたを示しているといえる。また当遺跡の西側の高舘丘陵に位置する金剛寺貝塚は、後期後葉の

「金剛寺式Jの標識遺跡でもあり、当遺跡との関連も予想される。

2.Ⅳ c層・Ⅳ d層の下面の凹凸が激しく、耕作上である可能性が考えられたためプラント・オパール分析を行っ

たが、イネのプラント・オパールは検出されなかった。

3.平安時代の濤跡 2条が検出されたが、このうち 1条は第 1次調査検出の濤につながる可能性がある。全容は不

明ながらも平安時代の集落が南側にも広がることが確認された。

4。 中世の堀跡あるいは基幹の水路 と考えられる大規模な濤跡を検出した。また、橋脚 らしい材やピットも確認し

ている。安久東遺跡 との直接の関係は不明であるが、何らかのつながりは予想されよう。

5。 上記の濤跡から多量の川原石が須恵器片と共に出上した。安久東遺跡でも同様の状況が認められており、古墳

が中世頃の土木工事によって破壊された可能性が指摘されている。断定はできないが、当遺跡でも同様のことが

予想される。
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IV a
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IV a

Ⅳ b

IV c

IV d

Va

Vb

Vc

Vd

写真 1

基本層序 (1)

写真 2

基本層序 (2)

写真 3

調査風景
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写真 4

SD l 。 2躍露忍】犬況 (南から)

写真 5

SD l ・ 2完掘】犬況 (南から)

写真 6

SD l断面 (南から)
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写真 7

SD 3～ 5完掘状況 (南から)

写真 8

SD 5完掘状況 (西から)

写真 9

SD 4・ 5断面 (南から)
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写真10

SD 6確認状況 (東から)

写真11

SD 6完掘】犬況 (東から)

写真12

SD 7完掘状況 (東から)
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写真13

SD 6・ 7断面 (東から)

写真14

SD10完掘状況 (東から)

写真15

SD 8確認状況 (南東から)



写真16

SD 8調査風景 (南東から)

―堆積止上層を除去した状況一

写真17

SD 8調査風景 (南東から)

一堆積土中層を除去した状況―

写真18

SD 8底面

―溝状の窪みの確認状況―



(西から)

写真22 SD 8漆器椀出土状況

写真21 SD 8橋脚ビット (東から)

写真23 SD 8出上の河原石



写真24

SD 8断面 〔B― B′〕

写真25

SD 8断面 〔C― Cア〕

写真26

SD 9確認状況 (北東から)



写真27

SD 9完掘状況 (南西から)

写真28

SD 9断面 (南西から)

写真29

SDll確認状況 (南から)
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写真30

SDll完掘状況 (南から)

写真31

SDll完掘】犬況 (西から)

写真32

SDll断面 (南から)
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A-3試掘区

Va層上面検出状況

(東から)

写真34

A-3試掘区

Vc層中遺物出土状況

(南から)

写真35

B-4試掘区

Va層上面検出状況 (南から)

II

十
一一一■
一■
一一洋
ｉ



写真36 SD 6出 土遺物 l■自市質土器・イNllll)

写真37 SD 8出 土遺物 (1)
(1土師質土器・小皿、2磁器皿、3須恵器鉢、4用途不明木製品)



写真38 SD 8出 土遺物 (2)
(1橋脚杭、2・ 漆器椀、3。 4上師器・イ、5・ 6同甕)



(1

写真39 SD 8出 土遺物 (3)
縄文土器・深鉢、 2須恵器・長顕瓶、3～ 7同甕)



写真41 SDll出 土遺物

(1・ 2土師器・不、3鉄製品・釘、4土師器 。甕、 5石器・石鏃)



写真42 A-3試掘区Vc層出土遺物
(1。 2。 4・ 5縄文土器・深鉢、3同浅鉢、6石匙)
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写真43 その他の出土遺物

(1土師器・甕、 2砥石、 3用途不明鉄製品、 4・ 5同釘、 6土師器・不、 7土師質土器・小皿)
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